
主催：　　　　　　　　JAASアカデミー　　後援：一般社団法人 JAAS日本アンチエイジング外科学会　 

10月29日（土）プログラム
◎ バンコク・スワンナプーム国際空港　到着ロビーPM4:00集合

　 送迎シャトルで市内ホテル（5星）へ

◎ PM6:30-8:30ホテルカンファレンスルームにて

　 解剖実習前の講義及び実習班に分かれ事前打ち合わせ

  「上眼瞼形成術」「下眼瞼形成術」「フェイスリフト」「鼻形成」「フィラー

　 注入」それぞれの美容解剖学と各種術式、修正症例・初期症例など適応を比較

　 しながら最適なオペレーションを解説　及び解剖の基礎

　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　 DR 鎌倉　DR 池田　DR Kritsada

◎ PM9:00　講師を交えてのWelcomeDinner（タイ・シーフード料理）ホテル泊

10月30日（日）プログラム
◎ 朝食後、7:30　ロビー集合、送迎車にてChula Soft Cadaver 解剖センターへ

◎ AM９:00　記念撮影・トレーニング準備

◎ ～PM12:00　全顔解剖（血管・神経走行、各Layerなど）による全体実習（1班）

　 自主執刀・解剖実習（2班）眼瞼形成　Dr 鎌倉  DrK ritsadaによる同時進行での手

　 術体験（執刀プログラム）（3班）鼻形成 Dr 池田  Dr Kritsadaによる同時進行で

　 の手術体験（執刀プログラム）（4班）フェイスリフト、フィラー注入　Dr 池田

　 Dr 鎌倉　Dr Kritsadaによる同時進行での手術体験（執刀プログラム）

◎ PM12:00-1:00　　昼食・休憩

◎ PM1:00-5:00　解剖・執刀トレーニング継続

◎ PM5:00　指導医4人より修了認定メダル授与

◎ PM5:30　送迎車にて、バンコク・スワンナプーム国際空港へ

10月31日（月）早朝帰国
◎ 各自　夜便にて帰国　　10月31日（月）早朝帰国

非会員及び
本トレーニングのみ

１回受講可第26回JAAS臨床解剖・執刀トレーニング

第4回タイチュラロンコン大美容外科解剖
Soft cardaver Dissection Workshop&Live Surgery for Cosmetic&Plastic Surgeons in Thailand
 2022年10月29日（土）-30日（日）31日（月）早朝帰国　Chula Soft Cadaver Surgical training center in King Chulalongkorn univesity

（１）土曜日午後空路バンコクに夕方入国し、前夜のレクチャー開催。（２）日曜終日タイ人の寄贈検体SoftCadaver使い、詳
細な美容形成に関わる解剖と「眼瞼形成」「鼻形成」「フィラー注入＆糸リフト」の施術・執刀シミュレーションを実施。（３）DR
鎌倉（全顔解剖と眼瞼形成術、鼻形成、形成術セオリー） DR池田（臨床解剖学からみたフェイスリフト、フィラー注入術、糸リフ
トと解剖組織からみたレイヤー検証）DR Kritsada Kowitwibool（Facial Plastic and Reconstructive解剖学）などを
コーチングします。（Dr鎌倉　Dr 池田　Dr Kritsadaの3人の指導医から修了認定の記念盾を授与します）

限定14名　募集締切8月30日
【定員になり次第締切。8検体確保／2人1検体で7検体、指導医用検体１検体】

＊6月現在、タイへは陰性証明書の提示及び日本からの事前PCR検査は不要。タイ入国時にATK（抗原検査キット）へと検査も簡略化。
また帰国時ワクチン3回接種済みは自主待機なし。秋にはさらに緩和される公算は大きい見込みです。

ChulaSurgicalTrainingCenter王立チュラロンコン大の世界有数の解剖専
用トレーニング施設（解剖架台・照明ユニット80台超）で、圧倒的クオリティの
｢Soft Cadaver」（鮮明な組織、血管・神経走行）使い、実際のオペ感覚で全顔
解剖観察、多彩な執刀手技を学ぶ！
◎王立チュラロンコン大学Chula Soft Cadaver Surgical 
training center　 タイでトップレベルを誇る王立チュラロンコン
大学に政府支援のもと設立された同センターは2フローに80台を超え
る解剖専用のユニットが設置され、年間300の寄贈検体が確保されて
いる。世界でも有数の規模と設備をもつ解剖センターのセンター長
タンサティット医師との交流より2017年の第 1 回目に続き、JAASア
カデミーのミッション団―第2回美容外科解剖・執刀トレーニングを
実施することになった。施設設備の充実もさることながら、その独
自な保存技術（thiel solution）によって解剖・執刀実習でもhemorrhage

が体感できる解剖センターで、世界でも類を見ない。　
研修4コース（眼瞼、鼻、フェイス、自主）は、事前に「解剖
ペア」を編成　◎ 指導医：鎌倉医師　自然な重瞼術＆下垂修正、
眉毛下切開の下垂修正、埋没、最小切開の眼瞼挙筋の縫縮術、目頭
切開、下眼瞼経結膜脱脂、切開・経皮的除皺術など　　◎ 指導医：
鎌倉医師、Kritsada医師　鼻形成Tip surgery（クローズド＆オープ
ン骨移植、耳介軟骨移植、Alar base surgery、シリコン隆鼻術、Hump 
resectionなど　　◎ 指導医：池田医師、Kritsada医師　フェイス
リフトSMAS短縮　輪郭形成　骨切り・スレッドリフト、ヒアルロン
酸・BOTOXなど注入術



参加登録 ≪お申込書≫ 　　 JAAS  FAX 03－6222－3125
お申込者には御請求書を発行・事前登録制のため、お早めのご入金をお願いいたします。

　ライブ受講歴あり（会員・非会員）280,000円 （消費税別）×　 名＝　　　　円

ライブ受講歴なし（会員・非会員）290,000円 （消費税別）×　 名＝　　　　円

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　

病院・施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX

ご住所

■ 2022年10月29日（土）　　
　　　　　～ 10月31日（月）朝帰国

定員14名

修了証

1回毎の受講で修了

  2022年
10月29日（土）ー31日（月）

第26回JAAS臨床解剖・執刀トレーニング

第4回 タイチュラロンコン大
美容外科解剖

タイ

※お申込後・ご入金後のキャンセルは、ご遠慮ください。

早朝帰国

○ 参　加　対　象　■美容整形・皮膚科、形成・整形外科、眼科、内科・婦人科系の医師および美容医療併設の歯科医（JAAS会員・非会員問わずすべて対象）
○ 講義･執刀･ライブ供覧　■29日（土）タイバンコク・スワンナプーム国際空港集合ののち送迎シャトルで市内ホテル（5星）へPM6時30分よりレクチャー、30日
　　　　　　　　　　（日）終日　2人１組での解剖・執刀トレーニング及び指導、30日（日）夜便にて31日（月）早朝に各自空港に帰国へ
○ 修了認定証発布･資格取得  ■DR鎌倉  DR池田  DR鎌倉  DRKritsada連名で終了後､参加者全員に修了記念メダルを授与､ JAAS会員には認定医資格履修のための5単位も授与
○ 参　加　費　用　■JAASアカデミーライブ講習会ならびに解剖実習  受講履歴者280,000円（税別） 受講履歴のないDR 290,000円（税別）（検体解剖に関わる
　　　　　　　　　　  諸経費､ 実習費､ 指導費､ 通訳費､ 送迎車および５星ホテル１泊分朝食つき､ 土曜日夕食､ 日曜昼食つき）航空代金は各自ご負担となります。
　　　　　　　●本ミッションにあわせて、バンコクに前後日程で滞在を希望されるDRは事前にその旨お知らせください（ただし、ホテルの延泊費用はご自身の負担です）
　　　　　　　●過去実施のチュラロンコン大解剖センターでの実習の模様を収録したダイジェスト動画をご希望の方はご連絡ください　okano@e-jhm.jp まで。（ただしご参加をご検討するDRに限ります）

○ 主 催：JAASアカデミー　〒104‐0033　東京都中央区新川2-21-15-1007   URL : http：//www.jaas-academy.com/
○ 後 援：一般社団法人　JAAS日本アンチエイジング外科学会

非会員及び
本トレーニングのみ

１回受講可

（医）邦寿会　東京皮膚科・形成外科総院長　池田　欣生MD（JAAS理事長）
　JAAS発足から新名称へと新たなステージに向う本学会において、会の前進に

情熱と努力を注いできたことは誰の目にも疑いはない。形成外科の専門医ゆえ

に、新米団体に対する偏見とけん制にもなんら動じることなく、自らの信じる

道を淡々と歩む池田医師。その原動力は、常に新たな美容手術、施術を探究す

る情熱なのだろう。今もってその探究心と行動力は衰えをしらない。美容術を

極める形成外科医であることから、切開系の手術はもちろんのこと、「今時の

美容形成ニーズ」をいち早くとらえ、日々進化するヒアルロン酸注入術、糸を

使った眼、鼻、フェイスへの最新のプチ形成術などを次々に考案し、治療に生

かしている。「整形顔ではない若く健康的な自分のそっくりさんづくり」、美

しさの基準を試行錯誤した末の「3次元のフルフェイスデザイン」、「好かれる

女性、できる男の美容形成メイク術」のための美容医療術など数え上げればき

りがない。その整容的なセンスとスキルは次々と口コミで広がり、銀座院には

芸能界はじめ多くのVIPが押し寄せる。現在、銀座医本院はじめ大阪、品川に分

院をだしている。また、2か月に一度の割合で、中国上海に技術指導に足を運び

つつ、一方で国内外の学会で講演する超多忙の美容医でもある。大阪医大卒業

後、形成外科医として研修。故・田嶋定夫教授、東海大・谷野隆三教授に師事

し、形成外科専門医を取得する。学閥、派閥、出身科にとらわれず、ただ「美

容医療の発展」のために惜しげもなく自らの技術を公開する池田医師の周りに

はおのずと大勢のドクター達が集いあう。自ら見出す新たな手術の検証のため

解剖実習に出向くことを厭わない。

（医）美翔会　聖心美容クリニック統括院長
（横浜市立大（医）臨床教授）　鎌倉　達郎MD
　第104回 日本美容外科学会総会（JSAS）の会長

として、かつてないほどの世界規模での大会と

なり国内はじめアジア、アメリカ、欧州各地の

美容外科学会と接触しネットワークを構築しな

がら、過去最大の大会に導いた。人柄は温厚で

人望も厚く、聖心グループの各院、各専門科の

ドクター達のまとめ役として統括院長を務める

。美容形成全般にわたり習熟し、患者からの信

頼も厚い。一方で聖心再生医療センターの所長

も兼任し再生医療新法で今後本格的に稼働する

再建術＋美容形成における豊胸術の普及に努め

ていく。JAASアカデミーの解剖実習では、指導

役として4にわたり回参加、また海外でのFresh 

Cadaverミッションにも幾たびか参加し、解剖実

習の経験値は極めて高い。眼瞼形成、鼻形成、

フェイスリフトなど美容形成、皮膚でのオール

ラウンドな知識と高いスキルをもつため、今回

のタイ解剖実習では各セッションを統括する役

割を担っていただく。89年宮崎医科大卒。

Division of Facial Plastic 
and Reconstructive 
Surgery　Chulalongkon 
University　
DR Kritsada　Kowitwibool
王立チュラロンコン大学の
形成外科、クリニカルイン
ストラクターを務めながら､
チュラロンコン大学医学部
生に対して教鞭もとる。
CHULA SOFT CADAVER 
SURGICAL TRAINIG CENTER
では、センター長　Tanvaa 
Tansatit医師をサポートする
副センター長も務める。タ
イ国内はもとより、アメリ
カ、欧州のFacial Plastic and 
ReconstructiveSurgeryの関
連学会に多数スピーカーと
して招へいされ、学術発表
をする。

　JAASアカデミーではJAAS後援のもと過去23回にわたり開催してきた美容外科解剖・執刀トレニーングは、2019年

春季ホーチミン医大、そして秋季開催となる第3回目のチュラロンコン大解剖センターでの美容解剖・執刀トレーニ

ングを実施する運びとなった。2009年からスタートしたJAASアカデミーの解剖実習のミッションは一貫して「アジア

人の寄贈検体を使う」ことにこだわり続けていることから、過去行われてきた中国 大連、桂林、韓国ソウル、ベトナ

ムホーチミンそしてタイバンコクとところが変われど、アジア人のCADAVER DISSECTINは変わらない。近年、アメリ

カなどコーカソイド系の寄贈検体を使った解剖実習もあるが「解剖実習で得られる体験、検証は日常診療、手術に還

元していくこと。であるならば日本人の骨格、皮下組織、組織構造などにより近いアジア人の検体を使うことこそ近

道」といった声も少なくない。こうした日本の美容外科、美容皮膚ドクターに応えるかたちでタイ美容解剖が開催さ

れるが、一方でJAASアカデミー美容解剖ならではの「解剖による観察のみならず執刀シミュレーションにより、明日

からの手術や治療に大いに役立つ」点も他に類をみないミッションになることはいうまでもない。  

アジア人のCADAVERを使うことが日常診療に生かす近道
チュラロンコン解剖センターでの「手術解剖」ではhemorrhageも体感

　指導指導にあたる講師陣には、美容解剖、執刀トレニーンクにおいて知識、経験値そして高いスキルをもつ、鎌倉　達郎医師、池

田　欣生医師、Dr Kritsadaをお招きしながら、現地チュラロンコン大形成外科のKritsada医師にも指導していただく。JAASアカデミー

解剖シリーズ恒例となった4班〈眼瞼形成、鼻形成、フェイスリフト、注入》に分かれての実習スタイルを踏襲することになる。指導

では、丁寧できめ細かい教え方と「指導医と参加者が同時進行で解剖観察、執刀シミュレーションをする料理教室」さながらの研修

スタイルを貫くことは変わらない。現実の患者を触ることなくして手術習得はない、手術を体験せずして前進はない。本アカデミー

でとくに大事にしていることである。しかし、現実的には患者に対して実習のように試すことはできない。臨床に携わる医師のこん

なジレンマを解決できるのは解剖実習に他ならない。今回の解剖ミッションでは、王立チュラロンコン大学に政府支援のもと設立さ

れた解剖トレーニングセンターでの3回目の実施となる。センターは2フローに80台を超える解剖専用のユニットが設置され、年間300

の寄贈検体が確保されている世界でも有数の規模と設備をもつ解剖センターだ。センター長　タンサティット医師との交流より昨年

に続いて美容外科解剖・執刀トレーニングの実施となるが、施設設備の充実もさることながら、その独自な保存技術（thiel solution）

によって解剖・執刀実習でもhemorrhageが体感できる解剖センターで、世界でも類を見ない。貴重な寄贈検体を提供いただくチュラ

ロンコン大からのCadaver確保の都合もあり、検体８検体（うち１検体は指導医用）・定員限定14名として募集する。

第2回 チュラロンコン大  解剖トレーニングより

  第26回JAAS臨床解剖・執刀トレーニング
第4回 タイチュラロンコン大美容外科解剖
Soft cardaver Dissection Workshop&Live Surgery for Cosmetic&Plastic Surgeons in Thailand
 2022年10月29日（土）-30日（日）31日（月）早朝帰国　Chula Soft Cadaver Surgical training center in King Chulalongkorn univesity

限定14名   募集締切8月30日 定員になり次第締切。8検体確保
2人1検体で7検体、指導医用検体１検体
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